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 第 129 号  

保存会総会 

 5 月 10 日(土)午後 7 時 30 分から連谷会館において平成 26 年度鞍掛山麓千枚田保存会総会が開

催された。昨年度の特記事項としては、「あいち森と緑づくり事業」を連谷お助け隊の絶大な協力

を得て五年間実施、地域づくりに大きく貢献、完結。また、昨年度から発足した地域自治区制度の

助成で看板等の更新。他の事業、活動等は「四谷の千枚田だより」に掲載したことから省略。 

平成 26年度役員および会員 

 会長 小山舜二 副会長 高橋孝行  顧問 高橋庄一 小山泰弘 

 理事 高橋伸治 今泉雅男 村雲伸一 小山孝夫 林 義明 原田英史  会計 松下 誠  

  会員 丸山一虎 金古浩一 夏目宏一 梶村兼夫 稲熊富平 今泉 徹  古田和男 小山秀夫 

    小山傳治郎 小山柳二 原田武典 丸地光世 稲熊良隆 原田 勇 河西 忍 計 26名 

お
知
ら
せ 

六
月
一
日(

日)

、
環
境
整
備
活
動
、
保
存
会
は
ふ
れ
あ
い
広
場
、

千
枚
田
入
口
周
辺
の
草
刈
り
等
を
実
施
し
ま
す
。 



工
場
操
業
五
十
周
年
記
念 

 
五
月
三
日
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
操
業

五
十
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
み
ん
な
で
祝

お
う
新
城
工
場 

祝 

五
十
周
年
」
～
テ
ー

マ 

環
境
と
地
域
共
生 

キ
ー
ワ
ー
ド 

 

人
と
自
然
と
共
に
生
き
る
～
が
招
待
者

を
含
め
、
二
千
人
余
り
の
参
加
を
も
っ
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
横
浜
ゴ
ム
新
城
工

場
は
昭
和
三
十
九
年
吹
き
荒
ぶ
不
況
の

最
中
に
操
業
開
始
、
幾
多
の
試
練
を
乗
り

越
え
国
内
外
の
自
動
車
の
足(

タ
イ
ヤ)
と

し
て
ゆ
る
ぎ
な
い
地
位
を
築
き
地
元
雇

用
、
市
の
ス
ポ
ン
サ
ー(

納
税
等
々)

と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
い
る
。 

 

開
会
の
挨
拶
で
城
川
工
場
長
は
環
境

活
動
の
一
環
と
し
て
環
境
に
優
し
い
四

谷
の
千
枚
田
で
生
物
多
様
性
調
査
を
実

施
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
繋
が
り
を
大
事
に
し
た
い
。
ま
た
、

穂
積
市
長
も
横
浜
ゴ
ム
と
四
谷
の
千
枚

田
は
「
物
心
」
と
も
に
強
く
結
ば
れ
て
い

る
。
と
大
勢
の
前
で
「
歯
の
浮
く
よ
う
な

嬉
し
い
」
お
褒
め
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
確

か
に
本
日
の
テ
ー
マ
・
キ
ー
ワ
ー
ド
と
も

に
毎
年
行
わ
れ
る
新
入
・
幹
部
社
員
研
修

が
発
端
で
あ
る
よ
う
な
気
が
し
な
い
で

も
な
く
鏡
割
り
の
地
元
銘
酒
「
朝
日
嶽
」

が
ヤ
ケ
に
旨
か
っ
た
。 

 

会
場
に
は
百
㍍
近
く
の
両
サ
イ
ド
に

ブ
ー
ス
が
並
び
千
年
の
杜
植
樹
会
・
和
太

鼓
演
奏(

志
多
ら)

、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

等
々
催
し
い
っ
ぱ
い
の
大
工
場
に
ふ
さ

わ
し
い
祝
賀
会
で
あ
っ
た
。
保
存
会
は
田

植
え
前
の
農
繁
期
に
も
拘
わ
ら
ず
今
泉

雅
男
、
松
下 

誠
、
高
橋
夫
婦
、(

舜)

夫
婦

が
参
加
し
た
。 

田
植
え 

・
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
は
四
谷
の
千

枚
田
で
田
植
え
か
ら
脱
穀
ま
で
の
稲
作

体
験
、
地
域
料
理
の
実
習
を
毎
年
行
っ
て

い
る
。
五
月
八
日
、
一
年
生
三
十
三
名
は

高
低
差
二
百
㍍
の
ふ
れ
あ
い
広
場
ま
で

棚
田
の
耕
作
条
件
の
厳
し
さ
や
環
境
、
文

化
を(

舜)

の
案
内
で
学
び
、
さ
わ
や
か
な

春
風
を
受
け
昼
食
。
午
後
は
三
枚
の
田
ん

ぼ
を
三
班
に
分
か
れ
て
慣
れ
な
い
な
が

ら
も
楽
し
く
田
植
え
を
行
っ
た
。 

              

・
Ｊ
Ａ
愛
知
東
で
は
子
供
た
ち
に
実
際
の

農
作
業
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
そ
の
活
動

の
中
で
「
農
業
」
と
「
食
料
」
の
関
係
性 

           

を
肌
で
感
じ
る
屋
外
型
教
育
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
五
月
十
日
、
こ
ど
も
農
学
校

参
加
者
六
十
五
名
は
高
橋
庄
一(

顧
問)

の

指
導
で
田
植
え
を
行
っ
た
。 

・
五
月
十
日
、
県
立
新
城
高
校
農
業
ク
ラ

ブ
四
十
五
名
は
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
守

ろ
う
と
環
境
保
全
活
動
の
一
環
と
し
て

稲
作
実
習
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
日
は

原
田
英
史(

理
事)

の
指
導
で
田
植
え
を
実

施
し
た
。 

           

・
五
月
十
四
日
、
連
谷
小
学
校
全
校
児
童

四
名
は
七
人
の
先
生
と
田
植
え
を
行
っ

た
。
相
変
わ
ら
ず
大
勢
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が

訪
れ
、
こ
ど
も
達
の
田
植
え
の
仕
草
に
シ

ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
覗
っ
た
。 

・
五
月
十
八
日
、
「
棚
田
の
楽
耕
」
五
家

族
十
五
名
が
田
植
え
に
訪
れ
る
。 

長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り 

 

五
月
五
日
、
織
田
・
徳
川
連
合
軍
の
鉄

砲
隊
と
武
田
軍
の
騎
馬
隊
が
激
突
し
た

長
篠
の
戦
い
で
武
田
勢
の
猛
攻
、
兵
糧
攻

め
に
城
主
奥
平
貞
昌
は
「
タ
ニ
シ
と
山

菜
」
で
餓
え
を
凌
い
だ
と
云
わ
れ
る
。 

 

こ
の
合
戦
を
偲
び
、
長
篠
合
戦
の
ぼ
り

ま
つ
り
に
は
毎
年
「
四
谷
の
千
枚
田
」
の

タ
ニ
シ
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。 

視
察
、
観
察
会
、
野
外
学
習 

・
六
月
一
日
、
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物

館
主
催
「
四
谷
の
千
枚
田
の
生
き
も
の
観

察
会
」
が
小
山
舜
二
・
西
本
ふ
た
ば
同
館

学
術
委
員
を
講
師
に
開
催
さ
れ
る
。 

・
六
月
三
日
、
静
岡
県
浜
松
市
北
区
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
視
察
。(

舜) 

・
六
月
五
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校 

田
の
草
取
り
、
梅
収
穫
加
工
、
地
域
料
理

の
実
習 

・
六
月
六
日
、
市
立
中
部
小
学
校
五
年
生

の
野
外
学
習
が
行
わ
れ
る
。(

舜)

対
応 

田
の
草
と
り
、
梅
収
穫
、
地
域
料
理

の
実
習
。 

   

行 
 

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

豊橋調理製菓専門学校 

こども農学校 県立新城高校 


